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昭
和
十
六
年
真
珠
湾
攻
撃
の
戦
果
大
、
大
東
亜
戦
争
勃
発
、

南
太
平
洋
水
域
に
お
い
て
は
戦
況
ま
す
ま
す
拡
大
し
、
つ
い
に

日
本
国
内
に
お
い
て
も
学
徒
動
員
、
国
民
皆
兵
と
戦
争
一
色
に

な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

昭
和
十
七
年
、
稲
取
実
業
学
校
入
学
、
同
年
私
は
一
生
を
君

に
捧
げ
る
つ
も
り
で
海
軍
通
信
兵
に
志
願
し
ま
し
た
。
同
年
九

月
三
十
日
試
験
合
格
、
横
須
賀
武
山
第
二
海
兵
団
に
入
団
し
ま

し
た
。

海
兵
団
で
の
教
育
と
生
活
の
大
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
り
ま

す
。一

　
精
神
教
育
、
軍
人
に
賜
り
た
る
勅
諭
、
訓
練
、
訓
示

二
　
訓
練
、
艦
砲
操
法
、
陸
戦
、
短
艇
、
信
号
手
旗
モ
ー
ル

ス
訓
練

三
　
勤
務
、
隊
務
、
軍
歌
、
号
令
、
演
習
、
法
令
日
課
、
銃

器
点
検

四
　
体
育
、
武
道
、
銃
剣
術
、
水
泳
、
体
操
、
相
撲

五
　
学
術
教
育
、
航
海
術
、
砲
術
、
通
信
術
、
衣
笠
園
油
台

へ
行
軍

四
時
半
入
浴
、
五
時
四
十
六
分
夕
食
、
六
時
四
十
五
分
よ
り

九
時
十
五
分
兵
舎
内
の
掃
除
、
九
時
半
巡
検
用
意
、
九
時
四
十

五
分
巡
検
、
就
寝
。
以
上
が
海
兵
団
に
お
い
て
の
一
日
の
生
活

で
し
た
。



昭
和
十
七
年
十
月
三
十
一
日
、
第
二
海
兵
団
を
退
団
、
同
日

横
須
賀
海
軍
通
信
学
校
入
学
、
電
信
電
気
に
関
す
る
基
礎
教
育
、

暗
号
電
文
の
作
成
お
よ
び
翻
訳
、
攻
撃
精
神
を
養
う
た
め
の
棒

倒
し
、
行
軍
な
ど
毎
日
の
特
訓
で
し
た
。
そ
の
う
ち
で
も
土
曜

日
の
外
出
、
故
郷
の
父
母
と
の
面
会
が
楽
し
み
で
し
た
。

昭
和
十
七
年
、
官
房
機
密
第
七
三
一
〇
号
に
よ
り
同
十
八
年

三
月
一
日
、
海
軍
通
信
学
校
練
習
生
教
程
を
卒
業
、
即
日
横
須

賀
第
一
海
兵
団
に
仮
入
団
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
三
月
十
九
日

退
団
、
昭
和
十
八
年
三
月
十
九
日
、
横
須
賀
軍
港
よ
り
南
東
方

面
に
出
撃
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

私
は
海
兵
団
に
お
い
て
最
後
の
昼
食
を
す
ま
せ
横
須
賀
港
に

戻
り
、
埠
頭
に
お
い
て
故
郷
の
父
母
あ
て
に
急
い
で
便
り
を
書

き
ま
し
た
。

「
父
上
様
、
母
上
様
、
こ
れ
が
最
後
の
お
知
ら
せ
と
な
り
ま

し
た
。
十
五
年
間
ご
心
配
を
か
け
ま
し
た
。
申
し
訳
御
座
い
ま

せ
ん
『
親
思
う
心
に
ま
さ
る
親
心
』
必
ず
御
両
親
様
に
は
、
朝

な
夕
な
に
あ
る
い
は
、
寒
さ
暑
さ
に
つ
け
私
の
身
を
案
じ
て
お

ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
お
陰
様
で
御
先
祖
様
を
は
じ
め
、

御
両
親
様
の
御
加
護
に
よ
り
ま
し
て
元
気
旺
盛
、
軍
務
に
精
励

致
し
て
お
り
ま
す
。
御
安
心
下
さ
い
。
決
戦
場
に
出
撃
し
た
か

ら
に
は
生
き
て
、
再
び
、
故
郷
の
地
を
踏
も
う
な
ど
毛
頭
考
え

ま
せ
ん
。
今
度
、
皆
様
に
会
う
日
は
必
ず
九
段
の
桜
花
咲
く
下

で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
村
の
皆
様
に
は
、
数
々
の
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

」

昭
和
十
八
年
三
月
十
九
日
、
横
須
賀
軍
港
よ
り
、
約
二
キ
ロ

沖
合
に
停
泊
中
の
空
母
「
雲
鷹
」
に
乗
艦
、
駆
逐
艦
二
隻
が
護

衛
、
出
港
用
意
の
命
が
艦
橋
よ
り
あ
り
、
静
か
に
錨
を
上
げ
る

音
が
し
ま
し
た
。

全
員
が
甲
板
に
集
合
し
、
艦
内
よ
り
『
海
ゆ
か
ば
水
漬
く
か

ば
ね
、
山
ゆ
か
ば
草
む
す
か
ば
ね
…
…
』
の
軍
歌
が
吹
奏
さ
れ

ま
し
た
。
甲
板
上
は
そ
れ
ぞ
れ
艦
上
か
ら
手
を
振
る
人
、
帽
子

を
振
る
人
い
ろ
い
ろ
で
し
た
。

さ
ら
ば
母
校
よ
故
郷
よ
、
住
み
慣
れ
た
横
須
賀
の
町
、
水
面

に
ぽ
っ
か
り
浮
か
ぶ
三
浦
半
島
の
山
々
を
後
に
、
母
艦
は
静
か

に
太
平
洋
を
南
下
し
ま
し
た
。
行
け
ど
も
行
け
ど
も
見
渡
す
限

り
水
平
線
ば
か
り
で
し
た
。

マ
リ
ア
ナ
群
島
に
続
い
て
サ
イ
パ
ン
島
を
過
ぎ
た
こ
ろ
よ
り
、

温
度
が
急
上
昇
し
て
き
ま
し
た
。
三
〇
度
か
ら
四
〇
度
ぐ
ら
い



と
な
り
、
全
員
が
夏
服
に
着
替
え
ま
し
た
。
空
母
は
ジ
グ
ザ
グ

航
行
、
時
速
二
〇
ノ
ッ
ト
で
南
下
し
ま
し
た
。
南
下
す
る
に
つ

れ
て
海
水
の
色
も
美
し
さ
を
増
し
て
ゆ
き
、
ほ
ん
と
う
に
綺
麗

に
な
り
、
南
十
字
星
も
美
し
く
輝
き
、
昼
間
の
よ
う
な
航
海
が

続
き
ま
し
た
。
ポ
ナ
ペ
島
、
ヤ
ッ
プ
島
、
グ
ア
ム
島
と
太
平
洋

を
南
下
し
ま
し
た
。

横
須
賀
港
を
出
港
し
た
五
日
目
の
朝
、
霧
に
霞
ん
だ
ト
ラ
ッ

ク
島
が
前
方
に
姿
を
現
わ
し
て
き
ま
し
た
。
母
艦
は
一
五
ノ
ッ

ト
に
減
速
し
、
静
か
に
ト
ラ
ッ
ク
港
に
入
港
し
ま
し
た
。
港
外

に
は
日
本
海
軍
が
世
界
に
誇
り
と
す
る
戦
艦
「
大
和
」
が
停
泊

中
で
し
た
。
艦
首
に
は
大
き
な
菊
の
御
紋
章
が
燦
然
と
輝
い
て

い
ま
し
た
。
ト
ラ
ッ
ク
基
地
か
ら
は
陸
攻
機
が
轟
音
を
た
て
出

撃
し
て
い
き
ま
し
た
。
我
々
は
「
雲
鷹
」
よ
り
下
艦
、「
旭
東

丸
」
に
乗
船
、
太
平
洋
の
南
下
を
続
け
ま
し
た
。
カ
ロ
リ
ン
島
、

ビ
ス
マ
ル
ク
島
と
南
下
し
、

ラ
バ
ウ
ル
基
地
に
向
か
い
ま
し
た
。

昭
和
十
八
年
三
月
十
九
日
、
最
前
線
基
地
と
い
わ
れ
た
ラ
バ

ウ
ル
港
に
入
港
し
ま
し
た
。
南
国
の
太
陽
は
熱
く
、
頭
上
か
ら

照
り
つ
け
、
焼
け
つ
く
よ
う
な
暑
さ
で
し
た
。
気
温
は
三
〇
度

か
ら
四
〇
度
と
上
昇
し
て
い
き
ま
し
た
。
横
須
賀
を
出
港
し
て

十
日
間
、
五
千
キ
ロ
の
航
海
で
し
た
が
、
皆
元
気
で
張
り
切
っ

て
い
ま
し
た
。
右
手
前
方
に
は
花
吹
山
、
海
岸
に
は
椰
子
の
木

が
立
ち
並
び
白
い
砂
浜
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
青
々
と
繁
っ
た

マ
ン
ゴ
ー
の
並
木
通
り
、
港
内
に
は
、
い
つ
の
爆
撃
か
分
か
ら

な
い
黒
く
焦
げ
つ
い
た
船
舶
の
残
骸
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

カ
ヌ
ー
で
二
人
の
原
住
民
が
近
づ
き
手
を
振
っ

て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。
戦
地
と
は
思
え
な
い
静
か
な
港

で
し
た
。
船
長
よ
り
警
報
が
発
令
に
な
ら
な
い
う
ち
に
上
陸
し

て
く
れ
と
の
こ
と
、
急
い
で
下
船
、「
旭
東
丸
」
の
内
地
へ
の

航
海
の
無
事
帰
国
を
祈
り
ま
し
た
。

昭
和
十
八
年
三
月
二
十
九
日
、
ラ
バ
ウ
ル
海
軍
第
八
通
信
隊

に
無
事
入
隊
、
兵
舎
前
に
集
合
し
ま
し
た
。
海
軍
大
佐
石
川
司

令
、
通
信
長
と
訓
話
が
続
き
ま
し
た
。

「
本
日
、
諸
君
は
海
軍
第
八
通
信
隊
に
入
隊
し
た
が
、
こ
こ

は
海
軍
の
南
東
方
面
の
最
前
線
通
信
基
地
及
び
航
空
基
地
で
あ

る
。
諸
君
は
こ
の
一
大
決
戦
を
勝
ち
抜
く
た
め
、
帝
国
海
軍
の

名
に
恥
じ
な
い
よ
う
に
努
力
し
て
欲
し
い
。
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
戦

か
ら
航
空
機
の
被
害
が
急
増
し
て
き
た
。
米
軍
が
ガ
ダ
ル
カ
ナ

ル
へ
来
攻
し
た
昭
和
十
七
年
八
月
七
日
朝
か
ら
、
ラ
バ
ウ
ル
海



軍
基
地
に
い
た
航
空
部
隊
は
、
陸
攻
（
双
発
陸
上
攻
撃
機
）
六

十
六
機
、
零
戦
四
十
七
機
、
急
降
下
爆
撃
機
九
機
を
ガ
ダ
ル
カ

ナ
ル
に
突
入
さ
せ
た
が
、
被
害
甚
大
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ラ
バ

ウ
ル
上
空
は
、
毎
日
敵
機
が
来
襲
し
爆
撃
が
あ
る
。
電
信
兵
の

任
務
は
非
常
に
重
大
で
あ
る
の
で
頑
張
っ
て
欲
し
い
」
と
の
訓

話
で
あ
り
ま
し
た
。

日
課
は
、
当
直
、
非
番
直
と
四
交
替
で
勤
務
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
毎
朝
五
時
半
起
床
、
室
内
掃
除
、
十
二
時
昼
食
、

四
時
半
入
浴
、
六
時
夕
食
、
九
時
半
巡
検
用
意
、
九
時
四
十
五

分
巡
検
、
就
寝
で
日
課
は
終
わ
り
ま
す
。

勤
務
は
、
ラ
バ
ウ
ル
基
地
内
の
航
空
艦
隊
司
令
部
、
警
備
隊
、

潜
水
艦
基
地
司
令
部
等
、
各
関
係
の
電
報
の
発
信
受
信
等
、
暗

号
員
は
、
各
艦
隊
司
令
部
の
作
戦
計
画
お
よ
び
作
戦
命
令
等
を

戦
略
常
用
暗
号
書
で
暗
号
化
し
電
波
に
の
せ
て
送
信
す
る
も
の

で
す
。

着
信
電
報
は
戦
略
常
用
暗
号
書
に
よ
り
翻
訳
し
、
電
文
に
直

し
て
、
通
信
長
の
検
閲
を
受
け
、
各
関
係
司
令
部
、
参
謀
、
幕

僚
、
司
令
、
司
令
長
官
と
順
次
届
け
て
行
く
の
が
通
信
隊
員
の

任
務
で
し
た
。

連
合
艦
隊
司
令
長
官
・
山
本
五
十
六
大
将
が
、
昭
和
十
八
年

四
月
十
七
日
、
ラ
バ
ウ
ル
に
進
出
し
て
来
ま
し
た
。
そ
の
時
、

言
葉
を
交
わ
し
た
の
が
、

私
の
一
生
の
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
十
八
年
三
月
三
十
日
、
私
の
当
直
第
一
日
目
、
張
り
切
っ

て
電
信
室
に
入
り
ま
し
た
。
前
任
者
よ
り
引
き
継
ぐ
と
同
時
に

至
急
電
報
が
巡
っ
て
き
て
緊
張
し
ま
し
た
。
そ
し
て
翻
訳
を
急

ぎ
ま
し
た
。
発
信
は
セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ン
基
地
よ
り
「
Ｂ29

、
二

〇
機
ラ
バ
ウ
ル
方
向
に
向
か
う
〇
八
〇
〇
」

。
至
急
艦
隊
司
令

部
に
通
報
し
た
と
同
時
に
ラ
バ
ウ
ル
全
域
に
空
襲
警
報
が
発
令

さ
れ
、
司
令
部
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
響
き
ま
し
た
。
全
員
が
防

空
壕
へ
避
難
す
る
暇
も
な
く
す
で
に
敵
機
は
寝
姿
山
上
空
に
姿

を
現
し
ま
し
た
。
地
上
か
ら
は
一
斉
射
撃
が
始
ま
り
、
ラ
バ
ウ

ル
上
空
は
一
面
轟
音
と
弾
幕
に
覆
わ
れ
ま
し
た
。

敵
機
は
ラ
バ
ウ
ル
上
空
よ
り
右
旋
回
し
飛
行
場
に
爆
弾
投
下

し
、
ブ
イ
ン
方
面
に
立
ち
去
り
ま
し
た
。
飛
行
場
方
面
に
は
黒

煙
が
吹
き
上
が
っ
て
い
ま
す
。

当
時
ラ
バ
ウ
ル
基
地
内
に
お
け
る
海
軍
の
兵
力
十
万
、
陸
軍

の
兵
力
三
十
万
と
の
こ
と
で
し
た
。
米
空
軍
機
に
よ
る
毎
日
の

爆
撃
に
よ
り
日
本
海
軍
の
航
空
機
の
被
害
も
日
増
し
に
大
き
く



な
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
す
。

昭
和
十
八
年
四
月
三
日
、
山
本
五
十
六
司
令
長
官
、
宇
垣
参

謀
長
以
下
、
大
分
ラ
バ
ウ
ル
に
進
出
し
て
来
ま
し
た
。
今
回
の

南
下
は
直
接
作
戦
指
導
す
る
た
め
で
あ
り
、
連
合
艦
隊
司
令
部

と
し
て
は
、
大
な
る
決
意
が
必
要
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
も
し
、

こ
の
挙
に
出
て
満
足
す
る
成
果
が
上
が
ら
な
か
っ
た
場
合
は
、

今
後
は
到
底
勝
ち
目
は
な
い
も
の
と
見
て
い
た
よ
う
で
す
。

参
謀
長
自
身
は
、
ソ
ロ
モ
ン
第
一
線
基
地
を
回
る
腹
づ
も
り

で
い
た
様
子
、
山
本
長
官
は
「
シ
ョ
ー
ト
ラ
ン
ド
へ
行
く
よ
」

と
言
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
の
う
ち
七
日
か
ら
十
四
日
ま
で

に
「
い
」
号
作
戦
を
決
行
し
、
米
軍
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
十
日

遅
ら
せ
る
戦
果
を
上
げ
ま
し
た
が
、
わ
が
軍
も
飛
行
機
隊
を
一

旦
内
地
に
戻
し
再
建
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
の
大
被
害
を

受
け
た
様
子
で
し
た
。
十
二
日
か
ら
十
四
日
ま
で
、
参
謀
長
は

デ
ン
グ
熱
に
か
か
り
入
院
し
ま
し
た
。
山
本
五
十
六
長
官
は

「
参
謀
長
は
行
か
な
く
て
も
俺
は
行
く
よ
」
と
幕
僚
に
話
し
た

そ
う
で
す
。
十
三
日
ご
ろ
、
視
察
計
画
が
で
き
て
、
同
日
、
決

裁
さ
れ
関
係
方
面
に
戦
略
常
用
暗
号
書
で
暗
号
化
し
電
波
に
の

せ
て
発
信
し
ま
し
た
。

昭
和
十
八
年
四
月
十
四
日
、
連
合
艦
隊
司
令
長
官
山
本
五
十

六
大
将
が
、
第
八
海
軍
通
信
隊
を
視
察
に
き
ま
し
た
。
通
信
室

に
続
き
暗
号
室
と
、
非
常
に
元
気
な
ご
様
子
で
私
ど
も
を
激
励

し
て
く
れ
ま
し
た
。
同
日
朝
、
一
式
陸
攻
二
機
に
分
乗
、
山
本

五
十
六
司
令
長
官
一
行
は
六
機
の
零
戦
に
守
ら
れ
て
ラ
バ
ウ
ル

基
地
を
南
下
し
ま
し
た
が
、
二
時
間
後
に
は
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島

南
部
上
空
に
て
待
ち
伏
せ
し
て
い
た
十
六
機
の
Ｐ38

に
襲
撃
さ

れ
、
長
官
機
は
全
員
戦
死
、
参
謀
長
と
後
二
人
の
他
は
戦
死
の

悲
運
に
遭
い
ま
し
た
。
長
官
戦
死
の
悲
報
を
受
け
た
の
は
午
後

の
こ
と
で
し
た
。
ラ
バ
ウ
ル
基
地
及
び
全
艦
隊
に
お
い
て
は
半

旗
を
掲
げ
、
山
本
五
十
六
長
官
の
ご
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

八
月
に
入
り
ま
す
と
戦
争
も
苛
烈
さ
を
増
し
て
き
ま
し
た
。

内
地
お
よ
び
ブ
イ
ン
基
地
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
方
面
へ
の
船
舶
の
航

行
も
遮
断
さ
れ
ま
し
た
。
基
地
内
に
お
い
て
は
、
食
糧
事
情
の

悪
化
、
米
機
動
部
隊
敵
前
上
陸
に
備
え
て
の
陸
戦
訓
練
、
防
空

壕
掘
り
、
対
戦
車
壕
掘
り
な
ど
に
励
み
ま
し
た
。
対
戦
車
壕
は

敵
の
戦
車
を
上
陸
と
同
時
に
壕
の
中
に
落
と
し
入
れ
敵
の
戦
闘

力
を
一
時
に
ぶ
ら
せ
る
た
め
の
壕
で
す
。
ラ
バ
ウ
ル
海
岸
一
帯

を
深
さ
一
〇
メ
ー
ト
ル
、
幅
一
〇
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
一
二
〇
〇



メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
掘
り
抜
く
も
の
で
す
。

南
国
の
太
陽
は
日
ご
と
に
暑
く
照
り
つ
け
る
の
で
、
全
兵
力

を
投
入
し
た
が
暑
さ
と
疲
労
の
た
め
マ
ラ
リ
ア
が
続
出
し
て
き

ま
し
た
。
途
中
、
高
砂
族
も
加
わ
っ
て
工
事
は
完
了
し
ま
し
た
。

食
糧
事
情
の
悪
化
に
よ
り
、
各
部
隊
三
〇
人
の
農
耕
隊
を
結

成
し
、
食
糧
の
増
産
に
全
力
を
上
げ
ま
し
た
。
ま
ず
、
サ
ツ
マ

芋
の
生
産
に
続
き
、
製
塩
作
業
、
椰
子
の
実
を
利
用
し
て
の
椰

子
酒
、
椰
子
油
、
椰
子
セ
ッ
ケ
ン
な
ど
を
作
り
ま
し
た
。
サ
ツ

マ
芋
の
早
生
物
で
は
三
十
日
ぐ
ら
い
で
収
穫
で
き
ま
し
た
。
ま

た
ラ
バ
ウ
ル
に
は
野
生
の
パ
ン
の
木
、
野
生
の
ウ
イ
ス
キ
ー
の

な
る
木
が
あ
り
ま
す
。
住
民
は
そ
れ
を
食
糧
に
し
て
い
ま
す
。

燃
料
不
足
と
な
り
薪
切
り
の
当
番
と
な
っ
た
昭
和
十
八
年
八

月
、
朝
五
時
半
起
床
、
朝
早
く
か
ら
気
温
も
三
〇
度
に
上
昇
し

て
き
ま
し
た
。
吉
村
兵
曹
を
薪
切
り
班
長
に
以
下
五
人
で
結
成
、

五
人
分
の
昼
食
米
を
炊
事
所
へ
取
り
に
行
き
米
三
升
、

コ
ン
ビ
ー

フ
缶
詰
五
個
を
頂
き
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
り
コ
コ
ポ
海
岸
方
面
の
薪

切
り
現
場
に
向
か
い
ま
し
た
。
椰
子
の
木
立
並
ぶ
海
岸
を
右
手

に
眺
め
な
が
ら
、
土
民
村
を
二
ヵ
所
過
ぎ
た
こ
ろ
よ
り
パ
パ
イ

ア
、
バ
ナ
ナ
畑
が
続
い
て
い
ま
す
。

一
時
間
ぐ
ら
い
で
現
場
に
到
着
し
ま
し
た
。
初
め
て
の
薪
切

り
で
様
子
が
分
か
ら
ず
、
吉
村
兵
曹
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

二
人
引
き
の
豪
州
製
の
ノ
コ
ギ
リ
で
大
木
を
切
り
倒
し
、
一
時

間
で
ト
ラ
ッ
ク
に
満
載
し
ま
し
た
。
今
日
は
朝
か
ら
吉
村
兵
曹

が
食
事
当
番
で
、
昼
食
を
用
意
し
て
く
れ
ま
し
た
。
椰
子
の
水

で
炊
い
た
飯
の
味
は
な
ん
と
も
言
え
ず
お
い
し
い
も
の
で
し
た
。

昼
休
み
を
二
時
間
と
っ
て
出
発
し
ま
し
た
。
途
中
土
民
村
に
立

ち
寄
り
パ
パ
イ
ア
採
り
を
楽
し
み
、
夕
方
四
時
に
帰
隊
し
ま
し

た
。ラ

バ
ウ
ル
の
基
地
に
お
い
て
は
、
当
直
番
以
外
の
も
の
は
戦

闘
中
で
す
が
、
土
曜
日
に
な
る
と
外
出
が
許
さ
れ
ま
し
た
。
南

洋
貿
易
㈱
に
立
ち
寄
り
大
福
餅
を
腹
一
杯
食
べ
た
こ
と
も
、
五

十
年
前
の
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。
夜
に
な
る
と
各
隊
ご
と
に

故
郷
自
慢
の
演
芸
大
会
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。
巡
検
が
終
わ
り

消
灯
に
な
り
ま
す
と
、
我
々
同
期
生
同
士
で
そ
っ
と
部
隊
を
抜

け
出
し
、
風
光
明
媚
な
ラ
バ
ウ
ル
海
岸
で
涼
み
、
南
十
字
星
の

下
、
月
を
眺
め
な
が
ら
、
故
郷
の
こ
と
を
思
い
浮
か
べ
語
り
明

か
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

内
地
と
船
舶
が
遮
断
さ
れ
て
か
ら
は
便
り
も
で
き
ず
、
俸
給



も
支
給
さ
れ
ず
残
念
で
し
た
。
し
か
し
南
国
で
眺
め
た
満
月
は

特
別
綺
麗
で
し
た
。
昭
和
十
九
年
十
二
月
、
爆
撃
や
病
気
の
た

め
戦
死
者
も
続
出
し
、
遺
骨
を
納
め
た
白
い
桐
の
箱
も
数
を
増

し
て
い
き
ま
し
た
。

昭
和
二
十
年
二
月
十
日
午
後
十
時
、
米
機
動
部
隊
に
よ
る
艦

砲
射
撃
の
急
襲
を
受
け
ま
し
た
。
ラ
バ
ウ
ル
基
地
は
猛
射
を
浴

び
ま
し
た
。
眼
前
で
炸
裂
し
黒
煙
が
勢
い
よ
く
吹
き
上
が
り
ま

す
。
同
時
に
敵
機
三
〇
〇
機
ぐ
ら
い
の
大
空
襲
を
受
け
、
敵
機

は
爆
弾
を
投
下
し
て
立
ち
去
り
ま
し
た
。
防
空
壕
か
ら
外
に
出

て
見
る
と
投
下
し
た
照
明
弾
で
真
昼
の
よ
う
で
し
た
。
こ
の
空

襲
に
よ
り
ラ
バ
ウ
ル
海
軍
航
空
隊
は
全
機
を
失
う
大
被
害
で
、

こ
の
こ
ろ
か
ら
日
本
海
軍
は
衰
退
し
て
い
き
ま
し
た
。

昭
和
二
十
年
三
月
、
内
地
空
襲
、
米
機
動
部
隊
お
よ
び
航
空

艦
隊
は
日
本
本
土
目
指
し
て
北
上
し
て
い
き
ま
し
た
。

昭
和
二
十
年
八
月
、
日
本
海
軍
は
機
密
書
類
、
手
帳
な
ど
の

焼
却
を
し
ま
し
た
。
米
機
は
「
戦
争
は
終
結
し
ま
し
た
。
日
本

軍
は
直
ち
に
コ
コ
ポ
方
面
に
撤
退
せ
よ
」
と
い
う
ビ
ラ
を
毎
日

撒
い
て
い
ま
し
た
。

昭
和
二
十
年
八
月
十
三
日
、
政
府
は
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾

し
、
八
月
十
五
日
、
天
皇
陛
下
に
よ
る
詔
勅
の
放
送
が
あ
り
ま

し
た
。

昭
和
二
十
年
八
月
二
十
日
、
コ
コ
ポ
方
面
第
十
団
捕
虜
収
容

所
に
撤
退
し
、
一
年
八
ヵ
月
の
捕
虜
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。

豪
州
軍
の
食
器
洗
い
や
休
養
を
し
な
が
ら
内
地
へ
の
帰
還
を
待

ち
ま
し
た

昭
和
二
十
二
年
四
月
二
十
九
日
、
ラ
バ
ウ
ル
発
の
病
院
船

「
氷
川
丸
」
に
乗
船
、
五
月
十
五
日
名
古
屋
着
、
無
事
故
国
の

土
を
踏
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

昭
和
二
十
二
年
五
月
十
七
日
、
帰
宅
、
四
年
八
ヵ
月
の
軍
隊

生
活
が
終
わ
り
ま
し
た
。
多
く
の
戦
友
を
失
い
な
が
ら
帰
還
で

き
た
こ
と
に
感
謝
し
つ
つ
の
戦
後
の
生
活
も
現
在
ま
で
続
い
て

い
ま
す
。

【
解

説
】

第
八
通
信
隊
「
昭
和
一
七
年
二
月
一
日
、
舞
鶴
ニ
特
ノ
通
信

隊
ヲ
基
礎
ト
シ
テ
編
成
、
内
地
ヨ
リ
補
充
ノ
モ
ノ
ハ
、
昭
和
一

七
年
二
月
二
一
日
、
横
須
賀
港
発
。
勤
務
地
ハ
ラ
バ
ウ
ル
、
一

七
年
二
月
一
日
ヨ
リ
三
月
三
一
日
マ
デ
、
戦
務
甲
。
四
月
一
日



ヨ
リ
二
〇
年
九
月
二
日
終
期
、
戦
務
甲
」
と
旧
海
軍
恩
給
加
算

調
書
に
記
さ
れ
て
い
る
。

筆
者
は
、
昭
和
十
八
年
三
月
十
九
日
、
横
須
賀
港
発
、
三
月

十
九
日
、
ラ
バ
ウ
ル
着
、
同
月
二
十
九
日
、
第
八
通
信
隊
入
隊

と
あ
る
か
ら
、
戦
況
悪
化
の
直
前
、
特
に
山
本
連
合
艦
隊
司
令

長
官
戦
死
以
降
の
ラ
バ
ウ
ル
勤
務
で
あ
る
か
ら
、
終
戦
ま
で
の

労
苦
、
さ
ら
に
コ
コ
ポ
方
面
第
十
団
捕
虜
収
容
所
で
一
年
八
ヵ

月
帰
還
を
待
っ
た
の
で
あ
る
。

ラ
バ
ウ
ル
関
係
年
表
―
抜
粋

昭
和
十
八
年
四
月
三
日
、
山
本
連
合
艦
隊
司
令
長
官
「
い
」
号

作
戦
（
母
艦
機
を
ラ
バ
ウ
ル
地
区
基
地
に
展
開
し
て
行
う
航

空
作
戦
）
指
導
の
た
め
ト
ラ
ッ
ク
発
ラ
バ
ウ
ル
進
出
。

同
年
四
月
十
八
日
、
連
合
艦
隊
司
令
長
官
山
本
五
十
六
大
将
、

機
上
で
戦
死
（
幕
僚
帯
同
）

、
陸
攻
で
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島
南

の
バ
レ
ラ
に
向
か
う
途
中
、
敵
戦
闘
機
の
攻
撃
に
よ
る
。
五

月
二
十
一
日
東
京
で
発
表
。

同
年
四
月
二
十
一
日
、
連
合
艦
隊
司
令
長
官
後
任
に
海
軍
大
将
・

古
賀
峯
一
の
親
補
発
令
。

同
年
六
月
三
十
日
、
連
合
軍
、
中
部
ソ
ロ
モ
ン
の
レ
ン
ド
バ
島

と
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
ナ
ッ
ソ
ウ
湾
に
同
時
上
陸
。

同
年
七
月
三
日
、
連
合
軍
、
ニ
ュ
ー
ジ
ョ
ー
ジ
ア
島
上
陸
。

同
年
七
月
五
日
、
コ
ロ
ン
バ
ン
ガ
ラ
島
増
援
輸
送
部
隊
ク
ラ
湾

夜
戦
。

同
年
七
月
十
二
日
、
コ
ロ
ン
バ
ン
ガ
ラ
島
夜
戦
。

同
年
八
月
六
日
、
ベ
ラ
海
戦
。

同
年
八
月
八
日
、
ニ
ュ
ー
ジ
ョ
ー
ジ
ア
島
方
面
防
御
部
隊
司
令

部
、
コ
ロ
ン
バ
ン
ガ
ラ
島
に
後
退
。

同
年
八
月
十
五
日
、
有
力
な
連
合
軍
ベ
ラ
ラ
ベ
ラ
島
上
陸
。
連

合
艦
隊
「
第
三
段
作
戦
（
八
月
以
降
の
作
戦
）
命
令
」
発
令
。

同
年
八
月
二
十
四
日
、
陸
海
軍
両
総
長
、
南
東
方
面
の
作
戦
指

導
（
ラ
バ
ウ
ル
方
面
持
久
と
後
方
強
化
）
に
つ
い
て
内
奏
。

連
合
軍
、
チ
ョ
イ
セ
ル
島
（
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島
西
方
）・
モ

ノ
島
（
同
南
方
）
に
上
陸
。

同
年
十
一
月
五
日
、
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島
沖
航
空
戦
始
ま
る
。

（
五
日
第
一
次
、
八
日
第
二
次
、
十
一
日
第
三
次
、
十
三
日

第
四
次
、
十
七
日
第
五
次
、
十
二
月
三
日
第
六
次
）

。

第
二
艦
隊
の
ラ
バ
ウ
ル
進
出
部
隊
（
遊
撃
部
隊
）
空
襲
に
よ



る
被
害
甚
大
で
ト
ラ
ッ
ク
島
引
き
揚
げ
開
始
。

同
年
十
一
月
二
十
四
日
、
マ
キ
ン
守
備
隊
玉
砕
。
二
十
五
日
、

タ
ラ
ワ
島
守
備
隊
玉
砕
。

同
年
十
二
月
十
五
日
、
連
合
軍
、
ニ
ュ
ー
ブ
リ
テ
ン
島
南
岸
の

マ
ー
カ
ス
岬
に
上
陸
。
二
十
六
日
、
連
合
軍
、
ニ
ュ
ー
ブ
リ

テ
ン
島
西
北
端
ツ
ル
ブ
地
区
上
陸
。
二
十
七
日
、
連
合
軍
機

約
五
〇
機
、
ラ
バ
ウ
ル
来
襲
（
海
軍
戦
闘
機
八
十
五
機
で
迎

撃
）

。

昭
和
十
九
年
一
月
十
日
、
連
合
軍
、
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島
の
航
空

基
地
の
使
用
開
始
。
同
月
中
旬
、
連
合
軍
の
ラ
バ
ウ
ル
空
襲

激
烈
化
。

同
年
一
月
十
五
日
、
連
合
軍
、
ラ
バ
ウ
ル
東
方
二
〇
〇
キ
ロ
の

グ
リ
ー
ン
島
上
陸
。
十
七
日
、
米
機
動
部
隊
、
ト
ラ
ッ
ク
島

大
空
襲
。
三
月
六
日
、
連
合
軍
、
ニ
ュ
ー
ブ
リ
テ
ン
島
北
岸

の
タ
ラ
セ
ア
に
上
陸
。

同
年
七
月
七
日
、
サ
イ
パ
ン
守
備
隊
玉
砕
。
八
月
二
日
、
テ
ニ

ア
ン
守
備
隊
玉
砕
。
八
月
十
一
日
、
グ
ア
ム
島
玉
砕
。
十
一

月
二
十
三
日
、
ペ
リ
リ
ュ
ー
地
区
隊
玉
砕
。
十
二
月
二
十
七

日
、
レ
イ
テ
島
決
戦
。

昭
和
二
十
年
三
月
二
十
一
日
、
硫
黄
島
部
隊
玉
砕
。

連
合
軍
は
要
塞
化
さ
れ
た
海
空
基
地
の
ラ
バ
ウ
ル
を
超
越
し
、

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
マ
ー
シ
ャ
ル
、

マ
リ
ア
ナ
諸
島
を
次
々
占
領
し
、
ボ
ル
ネ
オ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

硫
黄
島
、
そ
し
て
台
湾
を
封
鎖
し
つ
つ
沖
縄
へ
上
陸
し
た
の
は

昭
和
二
十
年
四
月
一
日
、

同
島
玉
砕
は
六
月
二
十
三
日
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
本
土
は
Ｂ29

の
爆
撃
下
に
あ
り
、
南
方
諸

島
や
ラ
バ
ウ
ル
の
陸
海
空
軍
は
包
囲
下
の
う
ち
、
飢
餓
と
病
苦

の
う
ち
に
終
戦
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

海
戦
に
生
き
抜
い
た

看
護
、
衛
生
勤
務
　 

静
岡
県
　
森
田
久
吉
　 

私
の
海
軍
軍
歴
の
概
要

昭
和
十
四
年
六
月
一
日
、
横
須
賀
海
兵
団
に
入
団
、
四
ヵ
月

の
厳
し
い
新
兵
教
育
を
受
け
、
同
年
十
一
月
海
軍
三
等
看
護
兵




